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䠘第 1号議案䠚 平成 29年度事業報告並䜃䛻決算及䜃監査報告䛻䛴䛔䛶 

䠄普㏻決議䠖総会䛻出席䛧䛯正会員䛾㐣半数䛻䜘䜛議決䠅 

 

平成 29年度事業報告 

平成 29年 4月 1日䛛䜙平成 30年 3月 31日䜎䛷 

特定㠀営利活動法人 日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会 
 

平成 29 年度䛾 FAJ 䛿䚸全国各地䛾支㒊䜔委員会䛺䛹䛻䛚䛡䜛会員䛾多彩䛺取䜚組䜏䜔䚸䝸䜰䝹䠋䜸䞁䝷䜲䞁䛷䛾

拠点㛫䛾横断的䛺㐃携䚸FAJ 外䜈䛾支援䜔交流䛻䜘䜚䚸䛂ファシリテーションのインパクトを⌧場に届ける䛃活動

䜢行䛳䛯䚹 

 

調査䞉研究事業䠖定例会䚸例会等䛻䛚䛔䛶䚸㠀会員䜒含䜐 FAJ 内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛾研㛑䛾場䛵䛟䜚䜢㐍䜑䛯䚹

䛥䜙䛻䚸䜸䞁䝷䜲䞁䛾活用䜢増䜔䛧䚸地理的䞉時㛫的制約䜢超䛘䛶探求䛾場䜢広䛢䛯䚹 

教育䞉普及事業䠖参加者満㊊度䛾㧗䛔䝉䝭䝘䞊䛸䛭䛾䜰䝣䝍䞊䝭䞊䝔䜱䞁䜾䜢全国䛷㛤催䛧䛯䚹地域㛫䛾㐃携䛷䝉䝭

䝘䞊㐠営䛾充実䞉効率化䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸新䝁䞁䝔䞁䝒䛾㛤発䜢㛤始䛧䛯䚹 

支援䞉助言事業䠖䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾多様䛺䝙䞊䝈䛻対応䛩䜛䛯䜑䛾㐠営䛾改善䚸䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝅䝵䞁䛾充実䜢

図䜛䛸䛸䜒䛻䚸引䛝続䛝東日本大㟈災䚸熊本地㟈䛚䜘䜃九州北㒊豪㞵䛾復興支援活動䛻䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢届䛡䛯䚹 

交流䞉親睦事業䠖多彩䛺䝔䞊䝬䛻䜘䜚全国各地䛷地域䜲䝧䞁䝖䜢㛤催䛧䛯䛣䛸䜢䛿䛨䜑䚸国境䜔文化䞉言語䜢㉺䛘䜛交

流䞉㐃携䛸情報発信䜢䛸䛚䛧䛶䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾䜲䞁䝟䜽䝖䜢各所䛻届䛡䛯䚹 

広報䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁活動䠖FAJ 内䛾活動䜔䚸知見䞉事例䜢組織外䛻発信䛩䜛䛯䜑䛾広報䛾䛒䜚方䛻䛴䛔䛶整理

䛧䚸体制䛾見直䛧䛻着手䛧䛯䚹WEB䝃䜲䝖移行䜢実施䛧䚸㐠用定着䛻向䛡䛯䝃䝫䞊䝖䜢行䛳䛯䚹 

䝭䝑䝅䝵䞁䛚䜘䜃組織㐠営䛻㛵䜟䜛活動䠖䜸䞁䝷䜲䞁会議䝅䝇䝔䝮䛾積極的活用䜔䚸拠点横断的䛺䝇䝍䝑䝣会議䛾㛤

催䚸災害復興支援活動䜈䛾募㔠活動䛺䛹䜢䛸䛚䛧䛶䚸㐠営体制䛾拡充強化䜢行䛳䛯䚹 

 

以下䚸事業計画䛻沿䛳䛶䚸事業䛾概要䜢報告䛩䜛䠄括弧内䛿担当組織䜢表䛩䠅䚹 

 

䠍 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁技術の確立や新しい技術の開発䜢目指す調査䞉研究事業 

䠍䠅 実践力の相互研鑽の場作りの推進䠄各支㒊㐠営委員会䠅 

z 定例会䚸例会等䛻䛚䛔䛶䚸様䚻䛺䝔䞊䝬䛷相互研㛑䛾場䜢㐠営䛧䚸FAJ内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䜢招䛝探求䛾

場䜢作䛳䛯䚹 

z 昨年度䛾㠀会員有料参加䛾試行結果䜢受䛡䚸㠀会員䛜参加䛧䚸共䛻研㛑䛩䜛場䜢各支㒊䛾判断䛷㛤䛔䛯䚹 

z 䜸䞁䝷䜲䞁䛷䛴䛺䛠定例会䞉例会䜢各支㒊䞉䝃䝻䞁䛷㛤催䛧䚸䜸䞁䝷䜲䞁䞉䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾活用䜢広䛢䛯䚹 

䠎䠅 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁の本質䜢研究䠄理事会䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮実行委員会䠅 

z 2017年 5月䛻福岡䛷 5回目䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢㛤催䛧䛯䚹㠀会員䜢含䜐 230名䜢超䛘䜛参加者䛜㞟䛳䛯䚹24件

䛾研究発表䛛䜙会員䛾知見䜢共有䛩䜛分科会䛸䚸3䝏䞊䝮䛻䜘䜛 F力測定䜢実施䛧䛯䚹 

z 䛣䜜䜎䛷䛾䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛾実績䜔成果䜢㋃䜎䛘䚸今後䛾全国䜲䝧䞁䝖䛻㛵䛩䜛検討䜢㛤始䛧䛯䚹 

 

䠎 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊養成や実践方法の普及䜢目指す教育䞉普及事業 

䠍䠅 従来の公開䝉䝭䝘䞊の継続強化䠄公㛤䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z 後㏙䛾䛸䛚䜚䚸30 会場 44 䜽䝷䝇䛾䝉䝭䝘䞊䜢㛤催䛧䛯䚹䜎䛯䚸䝉䝭䝘䞊受講者䛻対䛧䜰䝣䝍䞊䝭䞊䝔䜱䞁䜾䜢 4

回㛤催䛧䛯䚹 

z 講師䝖䝷䜲䜰䝹䜢 2回㛤催䛧䚸新䛯䛺准講師䛜 2 名誕生䛧䛯䚹䛥䜙䛻䚸基礎䝉䝭䝘䞊䛾䝁䞁䝔䞁䝒䜢䜘䜚䜟䛛䜚䜔
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䛩䛟改良䛧䛯䚹 

z 䜸䞁䝷䜲䞁䛻䜘䜛䝉䝭䝘䞊委員䛾䝭䞊䝔䜱䞁䜾㛤催等䚸䝉䝭䝘䞊㐠営䛾充実䜢図䛳䛯䚹䜎䛯䚸地域䜢㉺䛘䛶㐠営

䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛仕組䜏䜢試行䛧䚸㐠営䝇䝍䝑䝣䛾負担㞟中䜢㍍減䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

䠎䠅 公開䝉䝭䝘䞊の新たな展開の検討䠄理事会䚸公㛤䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z セミナー委員会内に実㊶⦅コンテンツᵓ⠏チームを⤖成してコンテンツ㛤Ⓨを㐍め、実㊶⦅のパイロ

ットセミナーを実᪋した。 

 

䠏 各種団体における䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁の活用䜢䝃䝫䞊䝖する支援䞉助言事業 

䠍䠅 継続的な活動䜢支える基盤の整備㸦ファシリテーションサポート委員会㸧 

z 依㢗者䛾多様䛺䝙䞊䝈䛻対応䛧䚸依㢗案件䛾割䜚振䜚䜔会計等役割䛾見直䛧䜢行䛔䚸管理㠃䛾改善䛻取䜚組

䜣䛰䚹 

z 案件䛻初䜑䛶㛵䜟䜛会員䛻䝃䝤䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䜢担䛳䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛻䜘䜚䚸実㊶䛸䛸䜒䛻事業䛻対䛩䜛理解䜢広

䛢䛯䚹 

䠎䠅 社会からの多様な要請に対する支援㸦ファシリテーションサポート委員会㸧 

z 事業䜢安定的䞉効果的䛻実施䛧䛶䛔䛟䛯䜑䚸担当䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛜依㢗者䛛䜙䝙䞊䝈䜢丁寧䛻聴䛝取䜛䛣䛸

䛷䚸潜在䝙䞊䝈䜢把握䛧㐺切䛺䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝅䝵䞁䜢行䛳䛯䚹 

z 東日本大㟈災及䜃熊本地㟈䛻㛵䜟䜛行政䚸団体䛜実施䛩䜛話䛧合䛔等䛾支援䜢引䛝続䛝行䛳䛯䚹九州北㒊

豪㞵被災地䜈䛾支援活動䜢行䛖䝛䝑䝖䝽䞊䜽会議䛻対䛧会員䛾参画䜢得䛶支援䜢行䛳䛯䚹䜎䛯䚸㜵災䞉減災䛻

取䜚組䜐地域䚸大学䚸子䛹䜒向䛡活動䜢支援䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䛭䜜䜙団体䛸䛾㛵係作䜚䜢強化䛧䛯䚹 

z 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢必要䛸䛩䜛教員等䛻向䛡䚸䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢行䛳䛯䚹活動䛾方向性䜢検討䛧䛯結果䚸教育

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁推㐍䜾䝹䞊䝥䛾活動䜢終了䛧䚸䝃䝫䞊䝖䝕䝇䜽䛸一体的䛻活動䛩䜛䛣䛸䛸䛧䛯䚹 

 

䠐 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊や関連団体間の親睦䜢図る交流䞉親睦事業 

䠍䠅  地域䜲䝧䞁䝖䜢開催(各支㒊㐠営委員会、地域イベント実⾜委員会) 

z 各地域䛻䛚䛔䛶多彩䛺䝔䞊䝬䛷支㒊䜲䝧䞁䝖䜢㛤催䛧䚸FAJ内外䛻䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾䜲䞁䝟䜽䝖䜢届䛡䛯䚹 

䠎䠅 国境や文化䞉言語䜢越えてつなげる活動強化 㸦⌮事会、グローバルファシリテーション推㐍委員会㸧 

z 2018年 9月䛻㛤催予定䛾 IAF䜰䝆䜰大会䛾共催䜢決定䛧䚸IAF-Japan䛸共䛻実行委員会䜢立䛱上䛢䚸準備䜢

㛤始䛧䛯䚹 

z 災害復興支援室活動報告䛂䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁 䜟䛯䛧䛯䛱䛻䛷䛝䜛䛣䛸䛃䛾英訳䜢行䛔䚸一㒊HP䜈䛾掲㍕䜢行

䛳䛯䚹 

z IAF台湾䝏䝱䝥䝍䞊䛸䛾交流䜔䚸在日外国人向䛡䛾英語䛻䜘䜛䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢実施䛧䛯䚹 

䠏䠅 他団体との連携強化㸦⌮事会、各支㒊㐠営委員会、ᮏ㒊事務局㸧 

z 他団体䛾䜲䝧䞁䝖䛻䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛧䛶協力䛩䜛取䜚組䜏䜢行䛳䛯䚹 

 

䠑 広報䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁活動 

䠍䠅  広報䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁機能の強化と体制の検討㸦⌮事会、ウェブ⦅㞟委員会、ニューズレター委員会、

事務局㸧 

z 広報内容䜔広報媒体䞉方法䛾䛒䜚䛯䛔姿䜢具体化䛧䚸広報機能強化䛾検討䛻着手䛧䛯䚹 

䠎䠅  䜴䜵䝤䝃䜲䝖䞉䝸䝙䝳䞊䜰䝹の継続㸦⌮事会、ウェブ⦅㞟委員会、各拠Ⅼ㸧 

z 䝸䝙䝳䞊䜰䝹作業䜢実施䛧䚸㐠用定着䛻向䛡䛯䝃䝫䞊䝖䜢行䛳䛯䚹WEB䝃䜲䝖䛾多言語対応䜢一㒊実施䛧䛯䚹 

䠏䠅 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾実㊶䛻役立䛴情報䛾提供䠄䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊委員会䠅 

z 䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊䜢年䠎回発行䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸会員䛻有益䛺䝁䞁䝔䞁䝒䜢届䛡䜛䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊䛾発行䜢維持䛩䜛
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䛯䜑䚸編㞟指㔪䜔㐠営方法䛾検討䛻着手䛧䛯䚹 

 

䠒 䝭䝑䝅䝵䞁および組織運営に関䜟る活動 

䠍䠅 運営体制の拡充䞉強化と最適な運営方法の検討㸦⌮事会、各拠Ⅼ、事務局㸧 

z 䜸䞁䝷䜲䞁会議䝅䝇䝔䝮䜢導入䛧䚸100回䜢超䛘䜛㐠営䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛻活用䛧䛯䚹 

z 㛵東地区䛷䛿䚸横断的䛺情報共有䞉交流䜢目的䛸䛧䛶支㒊䞉䝃䝻䞁䞉委員会䛾䝇䝍䝑䝣䛜㞟䜎䜚䚸㛵東䝇䝍䝑䝣会

議䜢行䛳䛯䚹 

z 九州北㒊豪㞵䛾支援活動䛻䛚䛔䛶䚸寄付䜢募䛳䛯䠄15件 332,736円䠅䚹 

䠎䠅 各種制度改正への対応㸦⌮事会、事務局㸧 

z 制度改正䜈䛾対応䛿䛺䛛䛳䛯䚹 

 



Ⅰ　特定非営利活動䛻係䜛事業
䠍䠊調査䞉研究事業

会員 一般
4月1日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 44 3
5月6日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 22 2
6月3日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 3 31 5
7月3日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1、サ䞊クル 4 31 2
8月5日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 2 29 2
9月2日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 5 23 1

10月7日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 2 16 2
12月2日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 4 18 1
1月6日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 34 1
2月3日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 15 1
3月3日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 4 22 1

306
4月22日 宮城県仙台市　仙台市市民会館　第5会議室 3 12 13
5月13日 宮城県仙台市　仙台市市民会館　第3会議室 3 12 2
6月9日 宮城県仙台市　仙台市市民会館　第4会議室 3 7 1

7月23日 宮城県仙台市　仙台市市民会館　第2会議室 3 14 10
8月5日 宮城県仙台市　ノ䞊バルビル　䠍階研修室 4 8 4
9月2日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館 4階第4会議室 2 11 2

10月7日 宮城県仙台市　仙台市市民会館　第5会議室 2 10 3
11月4日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館 4階第4会議室 2 12 4
12月2日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館 4階第4会議室 3 15 7
1月6日 宮城県仙台市　仙台市民会館　第7会議室 3 6 10
3月3日 宮城県仙台市　仙台市民会館　第6会議室 3 9 6

178
4月22日 東京都品川区　スクエア荏原イベ䞁トホ䞊ル、大䞉中会議室 18 109 49
5月21日 東京都品川区　スクエア荏原イベ䞁トホ䞊ルA䞉B䞉䠟䡠大䞉中会議室 17 109 4
6月9日 東京都品川区　総合区民会館きゅりあん　リハ䞊サル室

6月24日 東京都品川区　スクエア荏原イベ䞁トホ䞊ルB䞉C䡠大会議室
7月22日 東京都台東区　区民民会館 第一䞉第二䞉第三会議室 21 84 21
8月26日 東京都品川区　総合区民会館きゅりあん　大会議室、第一䞉第三䞉第四 18 99 9
9月23日 東京都北区　北とぴあ研修室A䞉B2、第一研修室、802、第一和室 37 124 9

10月28日
東京都葛飾区　葛飾シ䞁フォニ䞊ヒルズ　レイ䞁ボ䞊、シ䞁フォニ䞊、ラ
イラック、ビジュアルル䞊ム

16 97 7

11月12日、13日 群馬県利根郡みなかみ町　泊まれる小学校　さる小
11月25日 東京都品川区　スクエア荏原イベ䞁トホ䞊ルA䞉䠞、中会議室

12月16日
東京都千代田区　ちよだプラットフォ䞊ムスクエア 会議室501+502、会
議室504+505、506会議室、Room001

19 59 6

1月27日 東京都台東区　東京文具共和会館 4階B䞉C会議室、3階C会議室 14 96 13
2月2日 港区立生涯学習セ䞁タ䞊(ばる䞊ん)303学習室 7 9 9

3月24日 東京都品川区　スクエア荏原　イベ䞁トホ䞊ルA䞉B䞉C、中会議室 23 86 13
1,217

4月15日 愛知県名古屋市　東桜会館　第2会議室 4 47 3
5月20日 愛知県名古屋市　東生涯学習セ䞁タ䞊　第二䞉第三集会室 5 34 5
6月17日 愛知県名古屋市　名城大学　社会連携ゾ䞊䞁shake 8 37 8
7月15日 愛知県名古屋市　東桜会館　第2会議室、東生涯学習セ䞁タ䞊　第2集会室 4 44 4
8月19日 愛知県名古屋市　東桜会館　第2会議室、東生涯学習セ䞁タ䞊　第4集会室 7 33 2
9月16日 愛知県名古屋市　東桜会館　第1会議室、第2会議室䞉附室 11 40 17

10月21日 愛知県名古屋市　東生涯学習セ䞁タ䞊料理室、東桜会館第2会議室 5 30 14
12月16日 愛知県名古屋市　南山大学　D棟 D51教室、東桜会館　第䠎会議室 5 34 50
1月20日 愛知県名古屋市　東桜会館　第2会議室 4 23 5
2月17日 愛知県名古屋市　東桜会館　第1会議室 4 34 8
3月17日 愛知県名古屋市　東桜会館　第2会議室、東生涯学習セ䞁タ䞊　第䠎集会室 11 29 2

503
4月8日 兵庫県西宮市　西宮市民会館　301、401、502会議室 7 49 4

5月12日 兵庫県西宮市　西宮市民会館　301、401、502会議室 13 70 4
6月10日 大阪府大阪市　東淀川区民会館　会議室1、2、洋室1 6 45 3
7月8日 兵庫県西宮市　西宮市民会館　301、401、502会議室 25 63 4
8月5日 兵庫県西宮市　西宮市民会館　403、502会議室 5 39 0

9月10日 兵庫県西宮市　西宮市民会館　401、402、502会議室 10 54 1
10月14日 大阪府大阪市　東淀川区民会館 会議室1、2、洋室1 9 60 5

東北支部
定例会

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

北海道支部
定例会

受益対象者延べ人数

東京支部
定例会

24 113 6

受益対象者延べ人数

3

　中部支部
定例会

受益対象者延べ人数

31 83

関西支部
定例会

5

http://ren-ai.jp/


会員 一般
11月11日 兵庫県尼崎市　尼崎総合文化セ䞁タ䞊 第2会議室 4 50 8

12月9日
和歌山県和歌山市　和歌山城　岡公園、兵庫県西宮市　西宮市民会
館 401、502会議室

21 93 17

12月29日、30日 兵庫県神戸市　スペ䞊スアルファ神戸
1月13日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、302、303会議室 13 62 6
3月10日 大阪府大阪市　東淀川区民会館 会議室1、2、和室3 13 32 8

677

4月15日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

5 17 5

5月20日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

3 24 4

6月17日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

2 9 5

7月15日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

4 6 4

8月19日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

3 11 7

9月16日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

5 9 11

10月21日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

3 11 3

11月18日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

3 7 3

12月16日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

4 12 9

1月20日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

3 10 14

2月17日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

2 6 6

3月17日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

2 19 10

222
4月1日 福岡県福岡市　NPO䞉ボラ䞁ティアセ䞁タ䞊 あすみん　セミナ䞊ル䞊ム 3 22 6

5月13日
福岡県福岡市　リファレ䞁ス大博多ビル　セミナ䞊ル䞊ム1203、セミナ䞊
ル䞊ム1204

5 14 1

6月3日 福岡県福岡市　健康サポ䞊トセ䞁タ䞊 あいれふ　視聴覚室　A+B 2 19 0
7月1日 福岡県福岡市　NPO䞉ボラ䞁ティアセ䞁タ䞊 あすみん　セミナ䞊ル䞊ム 3 24 2
8月5日 福岡県福岡市　福岡商工会議所 会議室408 3 24 9
9月2日 福岡県福岡市　ももちパレス　特別会議室 6 15 8

10月7日 福岡県福岡市　福岡市健康づくりサポ䞊トセ䞁タ䞊あいれふ A研修室 4 20 6
11月4日 福岡県福岡市　NPO䞉ボラ䞁ティアセ䞁タ䞊 あすみん　セミナ䞊ル䞊ム 6 23 6
12月2日 福岡県福岡市　なみきスクエア 視聴覚室 4 21 7
1月13日 福岡県福岡市　NPO䞉ボラ䞁ティアセ䞁タ䞊 あすみん　セミナ䞊ル䞊ム 4 18 6
2月3日 福岡県福岡市　福岡市健康づくりサポ䞊トセ䞁タ䞊あいれふ A研修室 2 17 5
3月3日 福岡県福岡市　福岡商工会議所 会議室407 4 33 1

307
5月27日䡚28日 福岡県福岡市　電気ビル䠄本館䠃共創館䠅 23 190 43

233

䠉
地域型11か所䠄秋田䞉埼玉䞉群馬䞉新潟䞉富山䞉和歌山䞉岡山䞉四国䞉熊
本䞉佐賀䞉沖縄䠅、テ䞊マ型3か所䠄ビジネスファシリテ䞊ショ䞁䞉TOC×
Facilitation、オ䞁ライ䞁ファシリテ䞊ショ䞁研究䠅

- - -

0

䠎䠊教育䞉普及事業

会員 一般

4月22日 大阪大阪䞉男女共同参画䞉青少年セ䞁タ䞊 11 16 24

5月13日 名古屋名古屋市䞉䠝䠞䠟会議室 第8会議室 8 8 9
5月20日 東京品川区スクエア荏原 24 23 37

6月4日 東京目黒区大橋会館 7 9 11

中国支部
定例会

受益対象者延べ人数

実施日時 実施場所
従業者

数

公開セミナ䞊

ファシリテ䞊ショ䞁䞉
シ䞁ポジウム 受益対象者延べ人数

関西支部
定例会

事業内容

実施場所
従業者

数
受益対象者数

九州支部
定例会

受益対象者延べ人数

受益対象者数

サ䝻䞁サポ䞊ト

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時

受益対象者延べ人数

6
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会員 一般
6月17日 京都京都府中小企業会館 10 6 34
6月17日 福岡福岡ビル 7 7 13
7月1日 沖縄沖縄産業支援セ䞁タ䞊 5 2 9
7月9日 仙台仙都会舘会議室 5 7 12

7月15日 東京麻布台セミナ䞊ハウス 20 18 42
9月2日 名古屋名古屋市䞉䠝䠞䠟会議室 第8会議室 6 3 11

9月16日 東京港区麻布台セミナ䞊ハウス 13 13 22

10月15日 東京港区機械振興会館 8 5 15

10月21日 福岡博多バスタ䞊ミナル貸しホ䞊ル第1䞉2 6 8 12
10月28日 大阪大阪産業創造館 7 8 12
11月18日 東京麻布台セミナ䞊ハウス 17 4 52
11月25日 札幌札幌市産業振興セ䞁タ䞊 6 7 2
11月25日 広島ひろしまNPOセ䞁タ䞊会議室 5 4 5
11月25日 香川県、高松市䞉レグサムホ䞊ル 3 3 9
12月2日 名古屋名古屋市䞉䠝䠞䠟会議室 第䠔会議室 6 10 3
12月9日 富山高岡市生涯学習セ䞁タ䞊 5 10 0

1月20日 東京港区　機械振興会館 18 6 54
2月10日 沖縄沖縄産業支援セ䞁タ䞊 5 2 7

2月17日 福岡博多バスタ䞊ミナル貸しホ䞊ル第12䞉13 7 16 4
2月18日 群馬群馬県公社総合ビル　4階第1会議室 6 3 13

2月24日 仙台仙都会舘䠑䠽会議室 6 10 9
2月24日 神戸神戸セ䞁タ䞊プラザ西館 䠒階 䠍䠓号室 6 4 16
2月24日 岡山オルガビル4階マウ䞁ト 6 8 7
2月24日 札幌札幌市産業振興セ䞁タ䞊 4 4 4

3月4日 名古屋名古屋市䞉䠝䠞䠟会議室 第䠔会議室 7 10 10
3月17日 東京麻布台セミナ䞊ハウス 19 20 38

750
6月17日 東京都目黒区　原町住区会議室 13 7 0
5月13日 兵庫県西宮市民会館 2 5 1
12月9日 兵庫県西宮市民会館 2 1 0
2月24日 東京㒔港区　㟷山⏕涯学⩦㤋 8 11 3

28

䠏䠊支援䞉助言事業

会員 一般

5月21日 佐賀県嬉野市䞉行政対象に䝽䞊クショップ実施支援 3 0 40
5月25日 東京都世田谷区䞉幼稚園職員対象にファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 12

5月26日 大阪府堺市䞉小学校連合会の小学校教員対象にファシリテ䞊ショ䞁研修 3 0 36

6月10日 舞鶴市䞉行政職員に向けたファシリテ䞊ショ䞁グラフィック研修 2 0 17
6月11日他1回 愛知県岩倉市䞉䠪䠬䠫法人主催䝽䞊クショップのファシリテ䞊ショ䞁支援 2 0 68

6月21日 東京都千代田区䞉中央省庁の職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 34
6月22日 東京都新宿区䞉公的機関職員のファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 16
7月21日 東京都港区䞉民間企業の社員対象䝽䞊クショップ進行支援 2 0 24
7月23日 佐賀県嬉野市䞉行政職員実施の䝽䞊ルドカフェ進行支援 2 0 27

7月27日他7回 東京都北区䞉地域のきずなづくり事業で地域円卓会議の進行支援 14 0 173
7月30日 埼玉県蓮田市䞉公立病院の看護師長対象にファシリテ䞊ショ䞁研修実

施
2 0 28

8月27日 東京都多摩市䞉任意団体主催市民向け䝽䞊クショップ進行支援 6 0 17
8月31日他3回 東京都練馬区䞉地域包括支援係へのファシリテ䞊ショ䞁研修 8 0 118

9月5日 宮城県仙台市䞉行政主催中小企業活性化䝽䞊クショップ進行支援 2 0 16
9月6日 山口県山口市䞉大学教員䞉研究者向けのファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 22

9月10日 福岡県福岡市䞉病院グル䞊プの職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 30
9月13日他2回 静岡県静岡市䞉静岡県茶業会議所主催䝽䞊クショップの進行支援 11 0 46
9月14日他1日 長野県長野市䞉䠦䠝職員対象にファシリテ䞊ショ䞁研修 4 0 50

9月18日他1日 神奈川県熱海市䞉民間企業運動部のビジョ䞁作り会議進行支援 3 0 12

公開セミナ䞊

受益対象者延べ人数

ファシリテ䞊ショ䞁サ
ポ䞊ト委員会

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

受益対象者延べ人数
アフタ䞊

ミ䞊ティ䞁グ

事業内容 実施日時
従業者

数
受益対象者数

サポ䞊ト
デスク

実施場所䞉実施内容

䛤寄附、䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯 

7

http://ren-ai.jp/


会員 一般
サポ䞊ト
デスク

9月30日
東京都羽村市䞉任意団体主催市民向けグラフィックファシリテ䞊ショ䞁研
修の支援

2 1 31

10月2日 京都府京都市䞉大学教員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 4 0 27

10月7日 広島県広島市䞉社労士事務所職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 11
10月13日他2回 千葉県君津市䞉行政職員対象の地域の課題出し䝽䞊クショップ進行支援 16 2 122

10月18日 埼玉県さいたま市䞉中央官庁職員向けのファシリテ䞊ショ䞁研修支援 1 0 40

10月20日 大阪府泉佐野市䞉民間企業主催の住民向け䝽䞊クショップ進行支援 2 0 20
10月24日他3回 青森県青森市䞉病院グル䞊プの職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 8 0 210

10月26日 東京都中央区䞉中央官庁主催研修でのファシリテ䞊ショ䞁研修講師 1 0 40

11月8日 東京都港区䞉静岡県茶業会議所主催䡴䢚䢕䡬䢈䢛䡮䢙䡼䢇䢚䡩䡬の進行支援 3 0 8
11月10日 東京都世田谷区䞉社協職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 11
11月16日 千葉県千葉市䞉社会福祉協議会ファシリテ䞊ショ䞁研修 3 0 40
11月18日 千葉県 習志野市䞉大学学生向けファシリテ䞊ショ䞁研修 1 0 20
11月18日 福島県郡山市䞉医療福祉従事者向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 60
11月18日 東京都渋谷区䞉大学学生向けファシリテ䞊ショ䞁研修 3 0 24
11月21日 東京都狛江市䞉社会福祉協議会職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 15

11月25日 神奈川県足柄上郡䞉行政主催市民向け䝽䞊ルドカフェの進行支援 2 0 16
11月29日 北海道札幌市䞉行政主催市民カレッジでのファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 10

11月30日 千葉県山武市䞉任意団体会員向けのファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 8
12月20日 長野県箕輪町䞉町議会議員へのファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 8
1月15日 愛知県名古屋市䞉中央省庁の職員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 20
1月16日 岐阜県瑞穂市䞉市民向け䝽䞊クショップ実施支援 1 0 13

1月25日他1回 広島市中区䞉広島看護協会に対するファシリテ䞊ショ䞁研修 8 0 97

2月4日 岐阜県瑞穂市䞉市民向け䝽䞊クショップ実施支援 2 0 52

2月16日 北海道札幌市䞉法務省北海道保護観察所職員向けファシリテ䞊ショ䞁
研修

2 0 13
2月20日他2回 大阪府大阪市䞉民間企業社員向けファシリテ䞊ショ䞁基礎研修 6 0 86

3月4日 福島県福島市䞉䠪䠬䠫団体の意見交換会ファシリテ䞊ショ䞁支援 2 0 17
3月26日 愛知県田原市䞉議会議員向けファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 14

3月31日 東京都千代田区䞉東京私教連幼稚園部へのファシリテ䞊ショ䞁研修 2 0 16

4月12日他11回 熊本県嘉島町䞉嘉島町連携会議支援 19 0 178
5月20日 熊本県西原村䞉熊本地震1年䞉西原村大座談会支援 3 0 100

6月10日他5回 宮城県仙台市䞉FANの実施䠄第1䡚3回䠅 6 1 35
6月23日他1回 熊本県嘉島町䞉嘉島支え合いセ䞁タ䞊運営会議の支援 3 0 29
6月26日他1回 福島県南相馬市䞉小高再建検討委員会支援 3 0 26
7月(14日間䠅 福岡県朝倉市䞉九州北部豪雨支援者共有会議の支援 28 0 168
8月䠄12日間䠅 福岡県朝倉市䞉九州北部豪雨支援者共有会議の支援 40 0 360

8月4日 熊本県嘉島町䞉嘉島支え合いセ䞁タ䞊の講座実施 2 0 16

9月䠄13日間䠅 福岡県朝倉市䞉九州北部豪雨支援者共有会議の支援 26 0 156
10月2日 山形県山形市䞉広域避難者支援会議の支援 8 0 42

11月11日 愛知県名古屋市䞉つなぎ舎の支援 6 0 55

12月1日 大阪府大阪市䞉JCN広域避難者支援活動の検証 2 0 9
1月7日 兵庫県西宮市䞉全国被災地交流集会 4 0 111

2月15日 福島県南相馬市䞉小高生活再建検討委員会の支援 2 0 12
3月8日 東京都文京区䞉広域避難者支援ミ䞊ティ䞁グin東京の支援 6 0 52

教育䠢推進
グル䞊プ

3月25日
愛知県名古屋市䞉実践発表会「未来の”みんなの学校”のためのポジ
ティブ•アプ䝻䞊チ」

5 15 53

3,256受益対象者延べ人数

災害復興支援
グル䞊プ

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数
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䠐䠊交流䞉親睦事業

会員 一般

6月24日
東京都品川区　スクエア荏原イベ䞁トホ䞊ルB䞉C䡠大会議室䠖
東京支部定例会『第5回英語deファシリテ䞊ショ䞁』

3

11月3-5日 台湾䝽䞊クショップツア䞊 14 14 50

3月24日
東京都品川区　スクエア荏原　イベ䞁トホ䞊ルA䞉B䞉C、中会議室䠖
東京支部定例会『グラレコのエッセ䞁スを考え、描き、実践する䟿』

3

64
4月15日 東京都台東区　浅草文化観光セ䞁タ䞊　中会議室 11 5 13

11月11日 北海道札幌市　札幌エルプラザ　3䠢　大ホ䞊ル 20 44 43
11月18日 愛知県名古屋市　名城大学 社会連携ゾ䞊䞁shake 15 25 16
11月19日 東京都台東区　浅草文化観光セ䞁タ䞊　中会議室 14 3 11

2月3日
広島県広島市　広島県民会文化セ䞁タ䞊䠄サテライトキャ䞁パスひろし
ま䠅ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊交流スペ䞊ス

9 16 8

2月12日 宮城県仙台市　市民活動サポ䞊トセ䞁タ䞊 セミナ䞊ホ䞊ル他 7 13 28
2月12日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 15 63 50
2月17日 東京品川区　スクエア荏原 24 85 119

542
8月26䞉27日 東京都目黒区　協力䠖NPO法人 OD Network Japan䠄2016年次大会䠅 不特定多数

10月21日
東京都中央区　協力䠖International Institute of Business Analysis Japan
Chapter䠄C3カ䞁ファレ䞁ス䠄ミニ版䠅䠅

7 6 74

12月5日
東京都文京区　協力䠖International Institute of Business Analysis Japan
Chapter䠄C3カ䞁ファレ䞁ス䠄ミニ版䠅䠅

6 0 80

12月15日 広島県広島市　協力䠖株式会社日本政策金融公庫䠄ママサミット広島
2017䠅

3 0 38

198

䠑䠊䛭䛾他䛾総合的䛺事業

会員 一般

年2回 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国 9 約1600 -
随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国 15

䠒䠊理事会

会員 一般

5月28日 電気ビル本館䠔号室 120 - -

4月16日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 13 - -
5月14日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 15 - -
7 月2 日 リソル生命の森 13 - -

7 月30 日 䠄拡大理事会䠅東京都港区公共施設にて 26 - -
9 月3 日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所　他各所オ䞁ライ䞁にて 13 - -

9 月24 日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所　他各所オ䞁ライ䞁にて 12 - -
10 月22 日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所一部オ䞁ライ䞁にて 12 - -
11月 19 日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所　他各所オ䞁ライ䞁にて 13 - -
12 月17 日 名城大学ナゴヤド䞊ム前キャ䞁パス西館䠏階DW306 教室 12 - -

1月4日 䠄臨時理事会䠅各所オ䞁ライ䞁にて開催 11 - -
1月 27日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所一部オ䞁ライ䞁にて 11 - -

1月 28 日 䠄拡大理事会䠅日比谷図書文化館 スタジオプラス 27 - -
2月25日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 13

3月18日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 13 -  -

事業内容 実施日時 実施場所䞉実施内容
従業者

数
受益対象者数

グ䝻䞊バル
ファシリテ䞊ショ䞁

推進委員会

受益対象者延べ人数
地域イベ䞁ト

受益対象者延べ人数

東京支部定例会に計上

東京支部定例会に計上

12 約1600 -

受益対象者延べ人数　

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

通常総会

䠯䠪䠯

理事会

事業内容 実施日時 実施場所

随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国

受益対象者数従業者
数

共催䞉後援等イベ䞁ト

ニュ䞊ズレタ䞊
ウェブサイト 不特定多数

メ䞊リ䞁グリスト

9
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Ⅱ　䛭䛾他䛾事業
　実施しなかった。

会計収支報告書䛻䜒䛤䛦䛔䜎䛩通䜚、H29年度䛿䛂䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁支援募金2017䛃䜢呼䜃䛛䛡、災害復興支援活動䛻対
䛧䛶、多䛟䛾方䛛䜙寄附金䜢䛚預䛛䜚䛧䜎䛧䛯。䛣䛾場䜢䛚借䜚䛧䛶、御礼申䛧上䛢䜎䛩。 
䜎䛯寄附金䛿災害復興支援活動䛻充当䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛔䛯䛣䛸䜢䛤報告䛧䜎䛩。 

 䛤寄附䛔䛯䛰䛔䛯方々䠄敬称略、日付順䠅 
䝅䞁䝫䝆䜴䝮2017実行委員有志䠄9月䠅、薗田浩則䞉加藤朝史䞉林清尚䞉平井雅䞉加藤貴美子䠄10月䠅、向山聡䞉疋田恵子
䠄11月䠅、小谷真司䞉青野志䛾䜆䠄12月䠅、相嶋亜紀子䠄1月䠅、鈴木䜎䜚子䠄2月䠅、西野靖江䞉関西支部合宿参加者有志䞉北
海道支部䜲䝧䞁䝖実行委員有志䞉尾上昌毅䠄3月䠅 

䛤寄附、䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯 
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䠄資金収支䛾部䠅

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 15,305,000
法人会費 100,000 15,405,000

2 事業収入
調査䞉研究事業収入 1,570,500
教育䞉普及事業収入 14,644,600
支援䡡助言事業収入 6,855,211
交流䞉親睦事業収入 2,036,500 25,106,811

3 寄付金収入
個人寄付金 357,016
法人寄付金 0 357,016

4 助成金 636,264 636,264
経常収入合計 41,505,091

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

調査䞉研究事業費 6,578,069
教育䞉普及事業費 10,562,981
支援䞉助言事業費 7,073,081
交流䞉親睦事業費 1,706,168 25,920,299

2 管理費
広䚷報䚷費 261,918
交通宿泊費 4,483,281
謝䚷礼䚷等 0
会䚷議䚷費 136,970
事務消耗品費 41,819
通信運搬費 91,994
諸䚷会䚷費 45,000
雑䚷䚷䚷費 368,842
資料印刷費 666,684
総会関係費用 538,523
外部委託料 1,444,341
支払手数料 485,785
賃䚷借䚷料 926,380
租税公課 299,800 9,791,337

経常支出合計 35,711,636
経常収支差額 5,793,455

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 24,815 24,815 24,815

䊣 䛭䛾他資金支出䛾部
䛭䛾他資金支出合計 0
当期収支差額 5,818,270
前期繰越収支差額 29,358,342
次期繰越収支差額 35,176,612

平成29年度䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃活動計算書

平成29年4月1日䛛䜙平成30年3月31日䜎䛷

科䚷䚷目 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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平成29年度䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃活動予算実績対比表
特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

予算 H29年度計 予算差異 予算比
䠄資金収支䛾部䠅 事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 䝃䝻䞁 䝅䞁䝫䝆䜴䝮 䝣䜯䝅䝃䝫 䝉䝭䝘䞊

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 17,000,000 15,305,000 1,695,000 90.03% 15,305,000
法人会費 200,000 100,000 100,000 50.00% 100,000

17,200,000 15,405,000 1,795,000 89.56%
2 事業収入

調査䞉研究事業収入 1,505,000 1,570,500 䕦 65,500 104.35% 97,500 83,500 14,000 138,000 82,000 20,000 1,135,500

教育䞉普及事業収入 13,600,000 14,644,600 䕦 1,044,600 107.68% 14,644,600

支援䡡助言事業収入 4,650,000 6,855,211 䕦 2,205,211 147.42% 6,855,211

交流䞉親睦事業収入 3,369,000 2,036,500 1,332,500 60.45% 339,000 94,500 877,000 114,000 513,500 98,500 0
23,124,000 25,106,811 䕦 1,982,811 108.57%

3 寄付金収入
個人寄付金 10,000 357,016 䕦 347,016 3570.16% 357,016
法人寄付金 0 0 0 䇷

10,000 357,016 䕦 347,016 3570.16%
4 助成金等収入

民間助成金 650,000 636,264 13,736 䇷 636,264
650,000 636,264 13,736

当期収入合計 40,984,000 41,505,091 䕦 521,091 101.27% 15,405,000 339,000 192,000 960,500 128,000 651,500 180,500 20,000 0 1,135,500 7,848,491 14,644,600

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

調査䞉研究事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 䝃䝻䞁 䝅䞁䝫䝆䜴䝮 䝥䝻䝆䜵䜽䝖

会場使用料 3,417,000 2,917,304 499,696 85.38% 117,360 106,900 1,101,464 250,080 333,410 112,700 213,270 57,240 624,880
事務消耗品費 401,000 521,191 䕦 120,191 129.97% 5,518 22,847 162,324 104,289 120,294 14,484 19,302 8,352 63,781
交通宿泊費 2,360,000 1,769,257 590,743 74.97% 158,890 157,790 182,200 260,990 316,996 182,853 145,156 349,062 15,320
謝礼等 942,000 636,276 305,724 67.55% 89,220 0 250,000 111,370 130,000 0 0 0 55,686
印刷費 308,200 120,625 187,575 39.14% 4,878 2,765 39,953 24,540 6,034 9,324 7,424 0 25,707
会議費 486,000 149,692 336,308 30.80% 9,460 0 92,700 0 35,670 0 9,672 0 2,190
雑費䚷䚷 455,800 426,211 29,589 93.51% 2,860 8,557 82,806 14,374 36,439 2,713 1,130 0 277,332
外部委託料 127,000 37,513 89,487 29.54% 0 0 0 0 0 0 0 0 37,513
研究開発費 180,000 0 180,000 0.00% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8,677,000 6,578,069 2,098,931 75.81% 388,186 298,859 1,911,447 765,643 978,843 322,074 395,954 414,654 1,102,409

教育䞉普及事業費 䝉䝭䝘䞊

会場使用料 1,970,000 1,961,444 8,556 99.57% 1,961,444

事務消耗費 150,000 224,569 䕦 74,569 149.71% 224,569
交通宿泊費 3,600,000 2,753,858 846,142 76.50% 2,753,858

謝礼等 4,340,000 4,669,559 䕦 329,559 107.59% 4,669,559

印刷費 600,000 534,991 65,009 89.17% 534,991
会議費 310,000 295,474 14,526 95.31% 295,474
雑費 250,000 123,086 126,914 49.23% 123,086

11,220,000 10,562,981 657,019 94.14% 10,562,981

支援䞉助言事業費 䝣䜯䝅䝃䝫

会場使用料 30,000 77,800 䕦 47,800 259.33% 77,800
事務消耗費 10,000 30,602 䕦 20,602 306.02% 30,602
交通宿泊費 3,430,000 3,540,185 䕦 110,185 103.21% 3,540,185

謝礼等 2,829,000 3,212,912 䕦 383,912 113.57% 3,212,912

印刷費 20,000 195,550 䕦 175,550 977.75% 195,550
会議費 15,000 5,000 10,000 33.33% 5,000
雑費䚷䚷 45,000 11,032 33,968 24.52% 11,032

6,379,000 7,073,081 䕦 694,081 110.88% 7,073,081

交流䞉親睦事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 GFPC
会場使用料 1,432,000 316,120 1,115,880 22.08% 60,640 19,890 167,200 0 48,540 19,850 0 0
事務消耗費 186,000 234,836 䕦 48,836 126.26% 25,339 8,155 105,225 12,299 80,161 3,657 0 0
交通宿泊費 670,000 319,900 350,100 47.75% 168,810 17,810 0 0 35,750 540 0 96,990
謝礼等 512,000 166,704 345,296 32.56% 0 21,704 0 0 100,000 45,000 0 0
印刷費 193,000 157,804 35,196 81.76% 70,426 4,374 33,625 17,257 7,060 25,062 0 0
会議費 159,000 52,454 106,546 32.99% 0 7,120 27,600 3,004 13,830 0 0
雑費 187,000 458,350 䕦 271,350 245.11% 86,726 600 248,617 48,498 48,281 25,628 0 900
外部委託料 630,000 0 630,000 0.00% 0 0 0 0 0 0 0 0

3,969,000 1,706,168 2,262,832 42.99% 411,941 79,653 582,267 81,058 333,622 119,737 0 97,890

事業予備費 1,000,000 0 1,000,000 0.00%
事業費計 31,245,000 25,920,299 5,324,701 82.96% 800,127 378,512 2,493,714 846,701 1,312,465 441,811 395,954 414,654 1,102,409 7,170,971 10,562,981

2 管理費 事務局 WEB NL 詳細
広報費 570,000 261,918 308,082 45.95% 71,618 190,300 0 䝟䞁䝣増刷䚸䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䚸ML䝃䞊䝞容量増設䚸新䝃䞊䝞管理費用
交通宿泊費 4,320,000 4,483,281 䕦 163,281 103.78% 4,126,078 169,806 187,397 理事会䚸拡大理事会䚸他各種委員会
謝礼等 0 0 0 0.00% 0 0 0
会議費 413,000 136,970 276,030 33.16% 134,970 2,000 0 会議費予備䠄役員合宿䠅
事務消耗品費 50,000 41,819 8,181 83.64% 41,819 0 0 名刺代䚸䛭䛾他備品消耗品
通信運搬費 101,000 91,994 9,006 91.08% 91,994 0 0 郵便䚸電話䚸㼆㼛㼛㼙使用料䚷3契約䚷
諸会費 45,000 45,000 0 100.00% 45,000 0 0 䝅䞊䝈䚸日本NPO䝉䞁䝍䞊
雑費 730,000 368,842 361,158 50.53% 15,852 0 352,990 NL発送経費他
資料印刷費 1,201,000 666,684 534,316 55.51% 83,322 0 583,362 封筒䚸NL印刷費用
総会関係費用 680,000 538,523 141,477 79.19% 538,523 0 0 会場費䚸備品䚸資料代䚸通信費
外部委託料 2,200,000 1,444,341 755,659 65.65% 1,444,341 0 0 事務䡠会計税務䡠決算䡠決済䡷䡬䢇䢚䡹利用(発送含)䡠WEB外部委託他

支払手数料 500,000 485,785 14,215 97.16% 485,785 0 0 振込手数料䚸EB使用料䚸会費払込手数料
賃貸料 980,000 926,380 53,620 94.53% 926,380 0 0 家賃䚸倉庫䠄中部䚸関西䠅䚸䝉䝭䝘䞊倉庫代䚷他

租税公課 300,000 299,800 200 99.93% 299,800 0 0 法人税均等割7万䚸消費税23万䠄8%䠅
管理費計 12,090,000 9,791,337 2,298,663 80.99% 8,305,482 362,106 1,123,749
当期支出合計 43,335,000 35,711,636 7,623,364 82.41%

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 0 24,815 䕦 24,815 㼍㼙㼍㼦㼛㼚䜰䝣䜱䝸䜶䜲䝖
䛭䛾他資金支出合計

当期収支差額 䕦 2,351,000 5,818,270 䕦 8,169,270 -247.5%

科䚷䚷目 決算内訳
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金 0
普通預金 三菱東京UFJ銀行䠄経費䠅 3,221,438
普通預金 三菱東京UFJ銀行䠄継続会費䠅 286,127
普通預金 三菱東京UFJ銀行䠄新規会費䠅 1,053,944
普通預金 三井住友銀行 6,218,145
普通預金 三井住友銀行 6,437,376
普通預金 三井住友銀行 4,817,402
普通預金 三井住友銀行 6,146,221
当座預金 䜖䛖䛱䜗銀行 11,202,454
棚卸資産 0
前渡金 826,698
未収入金 10,407

流動資産合計 40,220,212

2 固定資産
固定資産合計 0
減価償却累計額 0 0

3 投資䛭䛾他䛾資産
差入保証金 29,580

投資䛭䛾他䛾資産合計 29,580

資産合計 40,249,792

䊡 負債䛾部
1 流動負債

未䚷払䚷金 3,447,061
前䚷受䚷金 1,481,000
仮䚷受䚷金 0
預䚷䜚䚷金 145,119

流動負債合計 5,073,180

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 5,073,180

䊢 正味財産䛾部
前期繰越正味財産 29,358,342
当期正味財産増加額 5,818,270

正味財産合計 35,176,612
負債及䜃正味財産合計 40,249,792

平成29年度䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃会計貸借対照表

平成30年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䠄資金収支䛾部䠅

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 0
法人会費 0 0

2 事業収入
物品䛾斡旋及䜃販売 0
役務䛾提供 0 0

3 寄付金収入
個人寄付金 0
法人寄付金 0 0

経常収入合計 0

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

物品䛾斡旋及䜃販売 0
役務䛾提供 0 0

2 管理費
管理料等 0
交通費 0
事務消耗品 0
通信費 0 0

経常支出合計 0
経常収支差額 0

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 0

䊣 䛭䛾他資金支出䛾部
䛭䛾他資金支出合計 0
当期収支差額 0
前期繰越収支差額 0
次期繰越収支差額 0

平成29年度䛂䛭䛾他䛾事業䛃活動計算書

平成29年4月1日䛛䜙平成30年3月31日䜎䛷

科䚷䚷目 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金 0
普通預金 0

流動資産合計 0

2 固定資産
固定資産合計 0
資産合計 0

䊡 負債䛾部
1 流動負債

前受金 0
流動負債合計 0

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 0

䊢 正味財産䛾部
前期繰越正味財産 0
当期正味財産増加額 0

正味財産合計 0
負債及䜃正味財産合計 0

平成29年度䛂䛭䛾他䛾事業䛃会計貸借対照表

平成30年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金預金
現金 現金手許有高 0
普通預金 三菱東京UFJ銀行西新宿支店 3,221,438
普通預金 三菱東京UFJ銀行西新宿支店 286,127
普通預金 三菱東京UFJ銀行西新宿支店 1,053,944
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 6,218,145
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 6,437,376
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 4,817,402
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 6,146,221
当座預金 䜖䛖䛱䜗銀行䚽一九店 11,202,454

棚卸資産 0
前渡金 平成30年度会場代 826,698
前払費用 0
未収入金 10,407

流動資産合計 40,220,212
0

2 固定資産
固定資産 0
固定資産合計 0

3 投資䛭䛾他䛾資産
差入保証金 䝺䞁䝍䝹䝇䝨䞊䝇 29,580

29,580
資産合計 40,249,792

䊡 負債䛾部
1 流動負債

未払金 3,447,061
前受金 平成30年度年会費䞉受講料 1,481,000
預䜚金 講師謝礼源泉所得税 145,119

流動負債合計 5,073,180

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 5,073,180
正味財産 35,176,612

平成29年度会計財産目録

平成30年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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䠘第 2号㆟案䠚 平成 30年度事業ィ画並䜃䛻予⟬䛻䛴䛔䛶 

䠄普㏻決㆟䠖⥲会䛻出席䛧䛯正会員䛾㐣半数䛻䜘䜛㆟決䠅 
 

平成 30年度事業計画書 

平成 30年 4月䠍日䛛䜙平成 31年 3月 31日䜎䛷 

特定㠀営利活動法人 日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会 

事業計画のポイ䞁ト ----------------------------------------------------------------------------- 

平成 30年度の FAJは、「対話と議論で FAJ活動の意義を問い直す」をキ䞊䝽䞊ドとして以下の 2点を重点的

に取り組みます。 

䞉ファシリテ䞊ショ䞁の普及と探求を持続的に両立させるための対話と議論をスタ䞊トさせます 

䞉FAJの強みを活かし「ファシリテ䞊ショ䞁のイ䞁パクトを現場に届ける」活動を引き続き展開します 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

 日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会䠄FAJ䠅䛿䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾普及䜢㏻䛧䛶⮬律䞉分散䞉協働型䛾社会䜢目指䛩 NPO 䛷

䛩䚹多䛟䛾会員䛜䚸FAJ 䛾活動䛾中䛷䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢学䜃䚸䝡䝆䝛䝇䜔⾜政䚸地域䝁䝭䝳䝙䝔䜱䚸教⫱䚸医療䚸福祉

䛺䛹多様䛺分㔝䛷活用䛧䚸䛭䜜䛮䜜䛾現場䛷ㄢ㢟䛻立䛱向䛛䛳䛶ヨ⾜㘒ㄗ䛧䛶䛔䜎䛩䚹FAJ䛿今年創タ 15周年䜢㏄

䛘䜎䛩䚹日本各地䛷活用事例䛜増䛘䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾ㄆ知度䛜㧗䜎䛳䛶䛔䜛中䛷䚸私䛯䛱䛿何䜢求䜑䛶 FAJ 䛸䛔

䛖活動䛾場䛻参加䛧䚸䛭䛣䛛䜙何䜢得䜘䛖䛸䛧䛶䛔䜛䛾䛛䚸FAJ 活動䜢㏻䛧䛶䚸䛹䜣䛺現場䛻䛹䜣䛺䜲䞁䝟䜽䝖䠄成果䠅䜢届

䛡䜘䛖䛸䛧䛶䛔䜛䛾䛛䚸改䜑䛶問䛔直䛩時期䛻来䛶䛔䜎䛩䚹 

 䛣䛾 15 年㛫䛷䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛿一定䛾普及䜢ぢ䜎䛧䛯䚹振䜚㏉䛳䛶䜏䜛䛸私䛯䛱䛾活動䛿䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛸䛔

䛖䛔䜟䜀䇾便利䛺㐨具䇿䛾存在䜢世䛻広䛟知䜙䛧䜑䜛䛣䛸䚸䛭䛾㐨具䛾使䛔方䜢深䜑䜛䛣䛸䚸䛭䛾㐨具䜢様䚻䛺分㔝䛷応

用䛩䜛䛣䛸䛻取䜚⤌䜣䛷䛝䜎䛧䛯䚹䛭䛧䛶何䜘䜚䚸䛭䛾䇾㐨具䛾使䛔手䇿䛸䛧䛶䛾䛒䜚方䜔心䛜䛡䜢大切䛻䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹 

 一方䛷䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛜広䜎䛳䛶一⯡的䛻䛺䜛中䛷䚸本来私䛯䛱䛜大切䛻䛧䛶䛔䛯䜔䜚方䚸䛒䜚方䛸䛿㐪䛖使䜟䜜

方䛷䛒䛳䛯䜚䚸異種混交䛜生䜎䜜䛯䜚䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛰䛛䜙䛣䛭䚸䛹䜜䛜正䛧䛟䛶䛹䜜䛜正䛧䛟䛺䛔䛸䛔䛖㆟ㄽ䛷䛿䛺䛟䚸䛭䜒

䛭䜒䛾原点䛻立䛱㏉䛳䛶䚸FAJ䛿 NPO 䛸䛧䛶何䛾䛯䜑䛻活動䜢䛩䜛䛾䛛䜢問䛔直䛩䛣䛸䛜必せ䛷䛩䚹 

■ファシリテ䞊ショ䞁の普及と探求を持続的に両立させるための対話と議論をスタ䞊トさせます 

 䜒䛱䜝䜣䚸全国⤌⧊䛷䛒䜛 FAJ 䛜䛣䜜䜎䛷⵳積䛧䛶䛝䛯活動䜢持⥆的䛻展㛤䛩䜛䛣䛸䜒大切䛷䛩䚹䛭䛣䛷今年度䛿䚸

15年䛾時䜢⤒䛶現在䛾つ模䛻䜎䛷成㛗䛧䛯 NPO 䛸䛧䛶䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢㔞的䛻広䜑䜛䛣䛸䠄普及䠅䛸㉁的䛻深䜑䜛

䛣䛸䠄探求䠅䛾両立䜢持⥆的䛻㐍䜑䜛䛯䜑䚸2023 年䛾 20 周年䛻向䛡䛶⤌⧊䛾䛒䜚方䛸䜔䜚方䜢⪃䛘䜛取䜚⤌䜏䜢䝇䝍䞊

䝖䛥䛫䜎䛩䚹䜸䞁䝷䜲䞁䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛾環境䛸䝜䜴䝝䜴䛜整䛔䛴䛴䛒䜛中䛷䚸䝸䜰䝹䛷䜒䜸䞁䝷䜲䞁䛷䜒全国䛾会員䛜対ヰ

䛸㆟ㄽ䜢㔜䛽䜙䜜䜛䜘䛖䝏䝱䝺䞁䝆䛧䜎䛩䚹⮬律䞉分散䞉協働型䛾社会䜢目指䛩私䛯䛱䛰䛛䜙䛣䛭䚸䛭䜜䛮䜜䛜⣡得䛾䛔

䛟対ヰ䛸㆟ㄽ䜢㔜䛽䛺䛜䜙䚸私䛯䛱⮬㌟䛷⤌⧊䛾䛒䜚方䛸䜔䜚方䛾⟅䛘䜢探䛧䚸⮬䜙体現䛧䛶䛔䛣䛖䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䛛䟿 

■FAJの強みを活かし「ファシリテ䞊ショ䞁のイ䞁パクトを現場に届ける」活動を引き続き展開します 

 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢活用䛧䛶現場䛾ㄢ㢟ゎ決䜔変㠉䜢加㏿䛥䛫䜛䛣䛸䛿私䛯䛱䛾変䜟䜙䛼㢪䛔䛷䛩䚹昨年度 FAJ 䛾

䜻䝱䝑䝏䝣䝺䞊䝈䛿䛂䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾䜲䞁䝟䜽䝖䜢現場䛻届䛡䜛䛃䛷䛧䛯䚹䜲䞁䝟䜽䝖䛸䛿䚸瞬㛫的䛺⾪撃䛰䛡䛷䛺䛟䚸

中㛗期的䛻䝆䝽䝆䝽䛸及䜌䛩成果䜢䜒意味䛧䜎䛩䚹私䛯䛱会員䛾活動䛜䚸個人䜔 FAJ 内䛾人⬦形成䛸䝜䜴䝝䜴向上䛻

㈨䛩䜛䛰䛡䛷䛺䛟䚸䛭䜜䛮䜜䛾日常䛾現場䜔䚸ㄢ㢟ゎ決䛜求䜑䜙䜜䜛䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛻䜒成果䛸䛧䛶届䛡䜙䜜䜛䜘䛖䚸FAJ

䛾強䜏䜢活䛛䛧䛯活動䜢引䛝⥆䛝展㛤䛧䜎䛩䚹 

 䜎䛯䚸上グ2点䜢含䜑䛶FAJ活動䜢着実䛻展㛤䛩䜛䛯䜑䛾䚸⤌⧊内䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛚䜘䜃⤌⧊外䜈䛾発信䛾強化

䛻取䜚⤌䜏䜎䛩䚹 

 以下䚸㔜点的䛻取䜚⤌䜐内容䜢事業別䛻グ䛧䜎䛩䠄括弧内䛿担当⤌⧊䜢⾲䛧䜎䛩䠅䚹 
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䠍 ファシリテ䞊ショ䞁技術の確立や新しい技術の開発を目指す調査䞉研究事業 

ㄪ査䞉研究事業䛷䛿䚸FAJ内外䛾㐃携䜢深䜑䚸実㊶力䛾相互研㛑䛾場䜢䛴䛟䛳䛶䛔䛝䜎䛩䚹 

䠍䠅 実㊶力䛾相互研㛑䛾場作䜚䛾推㐍䠄理事会䚸各支㒊㐠営委員会䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠅 

z 定例会䜔例会䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛚䛔䛶䛿䚸地域䜔䝔䞊䝬䛾特性䛻合䜟䛫䛯㐠営䜢⾜䛔䛺䛜䜙䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵

䞁䛾䜲䞁䝟䜽䝖䜢現場䛻届䛡䜛䛯䜑䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾䛂普及䛃䛂探究䛃䜢意㆑䛧䛯会員相互䛾研㛑䛾場䜢䛴䛟䜚

䜎䛩䚹䛂学䜃䛃䛸䛂実㊶䛃双方䛾ど点䛛䜙䚸FAJ 内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛾協働䜔䜸䞁䝷䜲䞁䛷䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵

䞁䛾活用➼䜢広䛢䚸探求䛩䜛場䜢タ䛡䜎䛩䚹 

z 各支㒊䞉䝃䝻䞁䞉委員会䛾活動䛛䜙生䜎䜜䛯䚸企画䝁䞁䝉䝥䝖䜔䝥䝻䜾䝷䝮䜰䜲䝕䜱䜰䛜交流䚸対ヰ䜢㏻䛧䛶共有

䛥䜜䚸相互䛻活䛛䛫䜛場䜢䛴䛟䜚䜎䛩䚹 

䠎䠅 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾本㉁䜢研究䠄䝅䞁䝫䝆䜴䝮実⾜委員会䠅 

z 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾知ぢ䜢共有䛧深䜑䜛䛂研究発⾲䛃䚸及䜃⮬㌟䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾持䛱味䜢知䜚成㛗䛾手

䛜䛛䜚䛸䛩䜛䛯䜑䛾䛂䠢力測定䛃䛾䠎䛴䜢䝯䜲䞁䞉䝥䝻䜾䝷䝮䛸䛧䛯䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢北海㐨䛷㛤

催䛧䜎䛩䚹 

 

䠎 ファシリテ䞊タ䞊養成や実践方法の普及を目指す教育䞉普及事業 

教⫱䞉普及事業䛷䛿䚸前年度䛻引䛝䛴䛵䛝䚸䛣䜜䜎䛷提供䛧䛶䛝䛯公㛤䝉䝭䝘䞊䜢⥅⥆強化䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸公㛤䝉

䝭䝘䞊䛾新䛯䛺事業展㛤䜢推㐍䛧䚸将来䛾方向性䜢検ウ䛧䜎䛩䚹 

䠍䠅 従来䛾公㛤䝉䝭䝘䞊䛾⥅⥆強化䠄公㛤䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾普及䛾䛯䜑全国各地䛷公㛤䝉䝭䝘䞊䜢㛤催䛧䜎䛩䚹 

z 今後䜒㉁䛾㧗䛔䝉䝭䝘䞊䜢⥅⥆的䛻㛤催䛷䛝䜛䜘䛖䚸ㅮ師䛾増強䚸䝺䝧䝹䜰䝑䝥䜢推㐍䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝉䝭䝘䞊䝁

䞁䝔䞁䝒䜢⥅⥆的䛻改Ⰻ䛧䜎䛩䚹 

z 委員会内䛻䚸地域䜢㉺䛘䛶㐠営䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛䝉䝭䝘䞊䞉䝃䝫䞊䝖䞉䝉䞁䝍䇷䠄䠯䠯䠟䠅䜢タ⨨䛧䚸䝉䝭䝘䞊㐠営䛾

効率化䞉相互協力䜢䛥䜙䛻図䜚䜎䛩䚹 

䠎䠅 公㛤䝉䝭䝘䞊䛾新䛯䛺展㛤䛾検ウ䠄理事会䚸公㛤䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z 䝉䝭䝘䞊委員会内䛻実㊶⦅䝉䝭䝘䞊推㐍䝏䞊䝮䠄仮䠅䜢⤖成䛧䛶䚸新䝁䞁䝔䞁䝒䜢䝤䝷䝑䝅䝳䜰䝑䝥䛧䚸会員を対

㇟に試行するとともに、実㊶⦅䝉䝭䝘䞊䛾位⨨䛵䛡䜔㐠営方法䜢検ウ䚸事業化䛻䛴䛺䛢䜎䛩䚹 

 
䠏 各種団体におけるファシリテ䞊ショ䞁の活用をサポ䞊トする支援䞉助言事業 

社会的ㄢ㢟䛾ゎ決䜔新䛧䛔社会䛾創㐀䛻㛵䜟䜛様䚻䛺個人䞉団体䛾せㄳ䛻対䛧䛶䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢㏻䛧䛶

支援䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䠍䠅 支援活動への理解の促㐍㸦ファシリテーションサポート委員会㸧 

z 会員に対し支援活動へのさらなる理解を働きかけるとともに、対外的には本事業の効果・意義を伝えて

いきます。 

䠎䠅 社会䛛䜙䛾多様䛺せㄳ䛻対䛩䜛支援䠄䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䝃䝫䞊䝖委員会䠅 

z ファシリテーションサポートデスクでは、企業・行政・NPO 等の多様な分㔝から寄せられる様々な相
ㄯに対して䚸抱䛘䛶䛔䜛ㄢ㢟䜔䝙䞊䝈䜢丁寧䛻⪺䛝出䛩䛸䛸䜒䛻䚸㐺切䛺人材䜢 FAJ内䛷発掘䛧䛺䛜䜙䚸䝣䜯䝅

䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢活用䛧䛯支援䜢䜑䛦䛧䜎䛩䚹 

z これまでの災害復興支援活動において㛵係を育んできた団体を中心に、被災地それぞれの復興フェーズ

に合わせた支援を行います。FAJ内外において被災地の復興をファシリテーションで支援する人材の発
掘・育成を行います。また、災害復興・㜵災・減災に役立つファシリテーションの普及に取り組みます。 

䠏䠅 実㊶内容の分析及び社会的ㄢ㢟のサーチ㸦ファシリテーションサポート委員会㸧 
z 事業㛤始からの案件を分析して、ファシリテーションに対するニーズの把握に努め、支援の強化が求め
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られる㡿域・テーマを検討します。 
 

䠐 ファシリテ䞊タ䞊や関連団体間の親睦を図る交流䞉親睦事業 

交流䞉ぶ睦事業䛷䛿各種䜲䝧䞁䝖䜔㛵㐃団体䛸䛾交流䜢㏻䛨䛶䚸FAJ䛾内外䛾䛴䛺䛜䜚䜢䛥䜙䛻深䜑䜎䛩䚹 

䠍䠅  地域䜲䝧䞁䝖䜢㛤催(各支㒊㐠営委員会䚸地域䜲䝧䞁䝖実⾜委員会) 

z 北海㐨䞉東北䞉東京䞉中㒊䞉㛵す䞉中国䞉九州各支㒊䛷地域䜲䝧䞁䝖䜢㛤催䛩䜛䛣䛸䛷䚸FAJ 内外䛾交流䜢深䜑䚸

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾普及䛸探求䜢促㐍䛧䜎䛩䚹 

䠎䠅 国境䜔文化䞉ゝㄒ䜢㉺䛘䛶䛴䛺䛢䜛活動強化䠄理事会䚸䜾䝻䞊䝞䝹䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁推㐍委員会䠅 

z IAF-Japan 䛸䛾共催䛻䜘䜚 IAF䜰䝆䜰大㜰大会䜢 9月䛻㛤催䛧䚸国内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛾交流䜢促㐍䛩䜛䛸

䛸䜒䛻䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾知ぢ䜔䝇䜻䝹䛾共有䜔相互活用䚸研㛑䜢深䜑䜎䛩䚹 

z 災害復⯆支援室活動報告䛂䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁 䜟䛯䛧䛯䛱䛻䛷䛝䜛䛣䛸䛃䛾ⱥヂ䜢完了䛧䚸HP䛷公㛤䚸国内外䛻

情報提供䛧䜎䛩䚹 

z 在住外国人䜔日本ㄒ以外䜢母ㄒ䛸䛩䜛方䜈䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾提供䜢⾜䛖䛺䛹交流䜢促㐍䛧䜎䛩䚹 

䠏䠅 他団体䛸䛾㐃携強化䠄理事会䚸各支㒊㐠営委員会䚸本㒊事務局䠅 

z IAF䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾普及䞉研㛑䛻㛵䜟䜛団体䛸䚸協働䝟䞊䝖䝘䞊䛸䛧䛶䛾活動䜢㐍䜑䜎䛩䚹 

z 引䛝⥆䛝䚸各分㔝䛷活動䛧䛶䛔䜛外㒊団体䛸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢㍈䛻䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䜢㐍䜑䜎䛩䚹䜎䛯䚸FAJ外

㒊䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛾㐃携䜢深䜑䜎䛩䚹 

 

䠑 広報䞉コミュニケ䞊ショ䞁活動 

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛜社会䛻䜒䛯䜙䛩䜲䞁䝟䜽䝖䜢䜘䜚効果的䛻社会䛻伝䛘䜛䛸䛸䜒䛻䚸FAJ 䛾䝡䝆䝵䞁䜔活動䜢䚸将

来䛾会員䜔支援先䚸協働䝟䞊䝖䝘䞊䛻発信䛩䜛䛯䜑䛾広報䜢展㛤䛧䜎䛩䚹䜎䛯䚸会員相互䛾対ヰ䛸㆟ㄽ䜢促㐍

䛩䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁環境䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹 

䠍䠅 FAJ活動䜢内外䛻発信䛩䜛広報活動䛾⥅⥆䠄䜴䜵䝤⦅㞟委員会䚸䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊⦅㞟委員会䠅 

z FAJ 内外䛷活動䛩䜛会員䛾知ぢ䜔実㊶事例䛾収㞟䛸発信䜢積極的䛻⥅⥆䛧䚸会員䛾活動䜢促䛩䝙䝳䞊䝈䝺䝍

䞊䜢発⾜䛧䜎䛩䚹 

z 引䛝⥆䛝䚸広報発信䜢支䛘䜛䜴䜵䝤䝃䜲䝖䛾充実䛸利便性䛾改善䜢図䜚䜎䛩䚹 

䠎䠅 広報戦略䛾立案䛸発信䛾強化䠄理事会䚸䜴䜵䝤⦅㞟委員会䚸䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊⦅㞟委員会䠅 

z NPO法人䛸䛧䛶䛾広報䝍䞊䝀䝑䝖䜢再定⩏䛾䛖䛘䚸FAJ活動䜢着実䛻伝䛘䛶䛔䛟䛯䜑䛾広報戦略䜢立案䛧䜎䛩䚹 

z 広報䝍䞊䝀䝑䝖䛻合䜟䛫䛯䝁䞁䝔䞁䝒䜢制作䛩䜛䛯䜑䛾体制䜢䜴䜵䝤⦅㞟委員会内䛻タ⨨䛧䚸ヨ㦂的䛺㐠営䜢

㛤始䛧䜎䛩䚹䜎䛯䛭䛾⤖果䜢㋃䜎䛘䚸将来的䛺広報体制䜢検ウ䛧䜎䛩䚹 

䠏䠅 会員相互䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁基盤検ウ䠄理事会䚸䜴䜵䝤⦅㞟委員会䚸䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊⦅㞟委員会䚸事務局䠅 

z 会員相互䛾䝛䝑䝖䝽䞊䜽䜢生䜏出䛩䛯䜑䚸FAJ内㒊䛾対ヰ䛸㆟ㄽ䜢促䛩䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁機⬟䛻䛴䛔䛶検ウ䜢

始䜑䜎䛩䚹 

 

䠒 ミッショ䞁及び組織運営に関わる活動 

全国䛾会員䛜䝸䜰䝹䠋䜸䞁䝷䜲䞁䛾場䛷対ヰ䛸㆟ㄽ䜢㔜䛽䛺䛜䜙䚸FAJ活動䛾意⩏䜢問䛔直䛧䚸䜘䜚䜘䛔㐠営方法

䜢⪃䛘䜛䛣䛸䛷䚸䛭䛾䛒䜚方䛸䜔䜚方䜢検ウ䛧䜎䛩䚹 

䠍䠅 ⤌⧊䛾䛒䜚方䛸㐠営䛾䜔䜚方䛾検ウ䠄理事会䚸各拠点䚸事務局䠅 

z 全国䛾会員䜢対㇟䛸䛧䛯䚸未来䛻向䛡䛶FAJ䛾⤌⧊䜔活動䛾䛒䜚方䜢⪃䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛺場䛵䛟䜚䛻取䜚⤌

䜏䜎䛩䚹併䛫䛶䚸今後䛾全国䜲䝧䞁䝖䛻䛴䛔䛶検ウ䛧䜎䛩䚹 

z 各拠点䛾㐠営䝇䝍䝑䝣䛜䜘䜚䜘䛔㐠営方法䛻䛴䛔䛶検ウ䛩䜛䛯䜑䚸⤌⧊横断的䛺交流䛸ㄢ㢟䛻㛵䛩䜛ヰ䛧合䛔

䛾環境䜢䛴䛟䜚䜎䛩䚹䠄例䠖各拠点䛾ㄢ㢟䛻䛴䛔䛶対ヰ䜢䛩䜛全国䝇䝍䝑䝣会㆟䠅 
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䠎䠅 各種制度改正䜈䛾対応䠄理事会䚸事務局䠅 

z FAJ 䛸䛧䛶䛾活動䜢⥔持䞉向上䛥䛫䜛䛯䜑䛻䚸NPO法人䛻㛵㐃䛩䜛各種䛾制度改正䜈䛾対応䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

 

FAJ ビジョ䞁 3.0 

タテ型社会の常識からヨコ型社会の知恵へ㸦社会の視点・ファシリテーションの視点㸧 

① 社会を構成する多くの人が、対話と議論の手法や知恵を自ら学び活用し、協働している。 

② ファシリテーションが、あらゆる地域・分㔝の現場で、その存在を知られ、社会全体が、

上意下㐩のタテ型社会の常㆑から、多様な考えやあり方を認め合いともに歩むἺἅ型社会を

目指して変㠉をはじめている。 

強い意志を持ったイノベーターのネットワークへ㸦ファシリテーターの視点・FAJの視点㸧 

③ 社会や組織のㄢ㢟を解決したいと㢪う挑戦的なỶἠἫὊἑὊが、ファシリテーションによっ

て現場で変㠉を㉳こしている。 

④ 自覚と㈐任あるファシリテーターの἟ἕἚὁὊἁ型組織が、臨機応変にその実㊶とイノベー

ションを支えている。 

ビジョ䞁を実現するための䠢䠝䠦の行動 
 
① 社会を構成する多くの人が、対話と議論の手法や知恵を自ら学び活用し、協働している。 
 
x FAJは、個々の思いを機敏に具現化して、着実にイノベーションへとつなげる㞟合知を創生する。 
x FAJは、ㄢ㢟解決や変㠉を必要としている組織・コミュニティにファシリテーションのスキルとマ
インドを届ける。 

 
② ファシリテ䞊ショ䞁が、あらゆる地域䞉分野の現場で、その存在を知られ、社会全体が、上意下達のタテ型

社会の常識から、多様な考えやあり方を認め合い、ともに歩むヨコ型社会を目指して変革をはじめてい

る。 
 
x FAJは、社会に深く根を張る上意下㐩型・ヒエラルキー型の思考様式と行動様式を打ち破り、多様
な人々が自律的につながるネットワーク型組織の成功事例を、㌟をもって実現する。 

x ファシリテーションが生んだ成功事例を㞟め、その有用性や応用可能性、社会に与えるインパクト
をアピールする。 

 

③ 組織や社会の課題を解決したいと願う挑戦的なイノベ䞊タ䞊が、ファシリテ䞊ショ䞁によって現場で変革を

起こしている。 
 
x FAJに㞟まる㔝心的なファシリテーターが、国㝿的紛争や新しい分㔝など、それぞれの現場に向き
合って耕し、そのㄢ㢟解決に挑戦し、成果を上げている。 

x FAJに㞟まるファシリテーターが、ヨコ型社会における新しいリーダーシップに挑戦している。 
 

④ 自覚と責任あるファシリテ䞊タ䞊のネット䝽䞊ク型組織が、臨機応変にその実践とイノベ䞊ショ䞁を支えて

いる。 
 
x FAJは、地域や特定分㔝での実㊶的な活動を支援する拠点やプロジェクトを臨機応変に立ち上げ、
自覚と㈐任を持って変㠉を㐍める人々を㍮出し、それらの場をつなぐネットワークのハブとなる。 

x FAJは、ファシリテーションに㛵する知㆑と経㦂を深めるため、研究と試行を㔜ね、地域や分㔝、
世代を㉸えて実㊶者が刺激し合う相互研㛑の場となる。 
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以下䚸ィ画䛾ヲ⣽䛻䛴䛔䛶グ㍕䛧䜎䛩䚹 

 

【䠝】特定非営利活動にかかる事業 

 

1. 調査䞉研究事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業⪅ 受益対㇟⪅ 

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵

䞁䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮 

6月 2日 

6月 3日 
北海㐨 25名 会員 220名䚸一⯡ 30名 

北海㐨支㒊 

定例会 

㏻年 

(1䠍回) 
北海㐨 

55名 

(5名㽢1䠍回) 

会員 330名䚸一⯡ 33名 

(会員 30名䠇一⯡ 3名)㽢11回 

東北支㒊 

例会 

㏻年 

(11回) 
宮城 

30名 

(2名㽢11回) 

会員 150名䚸一⯡ 75名 

年㛫 11回 

東京支㒊 

定例会 

㏻年 

(11回) 

東京䞉神奈川䞉千

ⴥ䞉埼玉䞉⩌㤿➼ 

330名 

(30名㽢11回) 

会員 1210名䚸一⯡ 110名 

(会員 110名䠇一⯡ 10名)㽢11回 

中㒊支㒊 

定例会 

㏻年 

(11回) 
愛知 

66名 

(6名㽢11回) 

会員 440名䚸一⯡ 77名 

(会員 40名䠇一⯡ 7名)㽢11回 

㛵す支㒊 

定例会 

㏻年 

(11回) 
大㜰䡡京㒔䡡兵庫 

88名 

(8名㽢11回) 

会員 638名䠈一⯡ 66名 

(会員 58名䠇一⯡ 6名)㽢11回 

中国支㒊 

定例会 

㏻年 

(11回) 
広島 

33名 

(3名㽢11回) 

会員 132名䚸一⯡ 33名 

(会員 12名䠇一⯡ 3名)㽢11回 

九州支㒊 

定例会 

㏻年 

(11回) 
福岡 

33名 

(3名㽢11回) 

会員 330名䚸一⯡ 55名 

(会員 30名䠇一⯡ 5名)㽢11回 

䝃䝻䞁䝃䝫䞊䝖 䠉 
地域型 11䜹所 

䝔䞊䝬型 3䜹所 
䠉 䠉 

 

䠎䠊教育䞉普及事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業⪅ 受益対㇟⪅ 

公㛤䝉䝭䝘䞊 
㏻年 

(40 䡴䢓䡹) 

東京䡡大㜰䡡愛知

䡡広島䡡福岡➼ 

200名 

(5名㽢40 䡴䢓䡹) 

会員 320名䚸一⯡ 480名 

(会員 8名䠇一⯡ 12名)㽢40 䡴䢓䡹 

事業検ウ 未定 䠉 䠉 䠉 

 

ミッショ䞁 

ファシリテ䞊ショ䞁の普及を通じて、ビジネス分野においては、生産性䞉モチベ䞊ショ䞁䞉リ䞊ダ䞊シップ

力を向上させ、社会的な分野では、市民活動䞉地域経営䞉国際交流の質を高め、教育の分野で

は、多面的な視点を持つ人材を育成していくことをめざしています。 

ビギナ䞊からプロフェッショナルまで、ビジネス䞉まちづくり䞉NPO䞉教育䞉環境䞉医療䞉福祉など、多彩な分

野で活躍するファシリテ䞊タ䞊が集まり、多様な人々が協働しあう自律分散型社会の発展をめ

ざして、幅広い活動を展開していきます。 
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䠏䠊支援䞉助言事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業⪅ 受益対㇟⪅ 

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁

䝃䝫䞊䝖委員会 
㏻年 

(70回) 
全国 

140名 

(2名㽢70回) 

一⯡ 1,050名 

(一⯡ 15名㽢70回) 

 

䝃䝫䞊䝖䝕䝇䜽 

災害復⯆支援

䜾䝹䞊䝥 

㏻年 

䠄20回䠅 
全国 

40名 

䠄2名㽢20回䠅 

一⯡ 300名 

䠄15名㽢20回䠅 

 

䠐䠊交流䞉親睦事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業⪅ 受益対㇟⪅ 

䜾䝻䞊䝞䝹 

䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁 

推㐍委員会 

9月 大㜰他 20名 不特定多数 

地域䜲䝧䞁䝖 

䠐月 東京 3名 会員 5名䚸一⯡ 15名 

11月 愛知 10名 会員 80名䚸一⯡ 20名 

未定 福岡 䠉 䠉 

未定 東京 䠉 䠉 

未定 札幌 䠉 䠉 

未定 仙台 䠉 䠉 

未定 大㜰 䠉 䠉 

䠉 䠉 䠉 䠉 
 

䠑䠊その他の総合的な事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業⪅ 受益対㇟⪅ 

䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊 䠏回 全国 
24名 

(8名㽢3回) 
会員 1,600名 

䜴䜵䝤䝃䜲䝖 ㏻年 全国 20名 不特定多数 

䝯䞊䝸䞁䜾䝸䝇䝖➼ ㏻年 全国 20名 会員 1,600名 

 

 

【䠞】その他の事業 

   実施䛧䜎䛫䜣䚹 

 



平成30年度「特定非営利活動に係る事業」活動予算書 単位＝円

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで 特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会
H30年度予算

事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サロン 䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀 シンポジウム 公開䡺䢌䢁䡬 ファシサポ
Ⅰ　収　入　の　部

１　会費収入
個人会費収入 16,400,000 16,400,000
法人会費収入 100,000 100,000

16,500,000 16,500,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２　事業収入

調査䡡研究事業収入 1,529,500 10,000 112,500 80,000 50,000 50,000 24,000 1,203,000
教育䡡普及事業収入 13,981,000 13,981,000
支援・助言事業収入 6,900,000 6,900,000
交流・親睦事業収入 3,166,000 325,000 365,000 980,000 226,000 750,000 220,000 300,000

25,576,500 335,000 477,500 980,000 306,000 800,000 270,000 324,000 0 0 1,203,000 13,981,000 6,900,000
３　寄付金収入

個人寄付金 400,000 400,000
法人寄付金 0

400,000 400,000
４　助成金収入

民間助成金 0
0

収入合計 42,476,500 16,900,000 335,000 477,500 980,000 306,000 800,000 270,000 324,000 0 0 1,203,000 13,981,000 6,900,000

Ⅱ　支　出  の　部
１　事業費

調査䡡研究事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サロン 䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀 シンポジウム

会場使用料 3,519,420 130,520 123,000 1,500,000 240,000 400,000 120,000 190,000 170,000 60,000 585,900
事務消耗品費 515,000 17,000 40,000 160,000 40,000 120,000 15,000 36,000 17,000 70,000
交通宿泊費 2,565,000 360,000 280,000 180,000 225,000 380,000 160,000 210,000 705,000 65,000
謝礼等 821,685 56,000 56,000 200,000 224,000 170,000 10,000 50,000 55,685
印刷費 206,200 10,000 30,000 45,000 20,000 25,000 12,000 14,200 50,000
会議費 350,000 10,000 40,000 100,000 20,000 75,000 60,000 25,000 20,000
雑費 186,238 3,000 20,000 90,000 10,000 30,000 5,000 4,800 23,438
外部委託料 332,977 0 0 0 0 0 0 0 332,977
研究開発費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8,496,520 0 586,520 589,000 2,275,000 779,000 1,200,000 382,000 530,000 892,000 60,000 1,203,000 0
教育䡡普及事業支出 公開䡺䢌䢁䡬

会場使用料 1,945,000 1,945,000
事務消耗品費 165,000 165,000
交通宿泊費 3,035,000 3,035,000
謝礼等 4,260,000 4,260,000
印刷費 500,000 500,000
会議費 240,000 240,000
雑費 130,000 130,000
研究開発費 0 0

10,275,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,275,000
支援・助言事業支出 ファシサポ

会場使用料 65,000 65,000
事務消耗品費 15,000 15,000
交通宿泊費 4,280,000 4,280,000
謝礼等 2,630,000 2,630,000
印刷費 75,000 75,000
会議費 25,000 25,000
雑費 105,000 105,000

7,195,000 0 0 7,195,000
交流・親睦事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 GFPC

会場使用料 1,064,500 82,000 130,000 252,500 50,000 350,000 50,000 100,000 50,000
事務消耗品費 181,000 10,000 10,000 81,000 10,000 35,000 10,000 25,000 0
交通宿泊費 935,000 130,000 80,000 50,000 25,000 100,000 50,000 100,000 400,000
謝礼等 497,000 56,000 80,000 100,000 56,000 115,000 40,000 50,000 0
印刷費 189,000 30,000 40,000 49,000 10,000 30,000 20,000 10,000 0
会議費 164,000 5,000 20,000 100,000 10,000 20,000 5,000 4,000 0
雑費 314,000 12,000 5,000 100,000 50,000 100,000 15,000 2,000 30,000
外部委託料 455,000 0 0 210,000 15,000 0 30,000 0 200,000

3,799,500 325,000 365,000 942,500 226,000 750,000 220,000 291,000 680,000

事業予備費 500,000 500,000
事業費計 30,266,020 500,000 911,520 954,000 3,217,500 1,005,000 1,950,000 602,000 821,000 892,000 60,000 1,203,000 10,955,000 7,195,000

２　管理費 事務局 WEB （広報強化） NL
広報費 520,000 300,000 220,000 0 0 パンフ改訂・印刷20万、プレスリリース10万（事務）WEBサイト年間維持費22万（WEB）

交通宿泊費 8,220,000 5,600,000 400,000 1,600,000 620,000 0 理事会30万×9回、事務局リアル10万、拡大理事会40万×1 全国䡹䡼䡫䢈会議240万　広報強化160万

謝礼等 0 0 0 0 0 　　（交通費続き）リアルMTG20万×2回（WEB）　リアルMTG20万×2回、取材交通費22万（NL）

会議費 900,000 850,000 30,000 20,000 0 会議費予備（役員合宿20万　全国スタッフ会議会場費65万）

事務消耗品費 50,000 50,000 0 0 0 名刺代、その他備品消耗品

通信運搬費 131,000 131,000 0 0 0 郵便6万、電話2.6万、Zoom使用料1.5万x3

諸会費 45,000 45,000 0 0 0 シーズ3万、日本NPOセンター1万、広島NPOセンター5千

雑費 610,000 10,000 0 600,000 0 NL発送経費他

資料印刷費 928,500 75,000 0 853,500 0 封筒7.5万　NL印刷費用

総会関係費用 680,000 680,000 0 0 0 会場費＋備品＋資料＋送料等

外部委託料 2,354,000 2,104,000 250,000 0 0 会計事務60万、税務25.2万、決算13万､法務10万、決済䡷䡬䢇䢚䡹利用(発送含)63万他（事務）WEB外部委託25万

支払手数料 500,000 500,000 0 0 0 振込手数料25万、EB使用料5万（2.5万×2）、会費払込手数料20万

賃貸料 980,000 980,000 0 0 0 家賃64.8万（5.4万×12か月）、倉庫（中部、関西）28.6万、セミナー倉庫代　3万他

減価償却費 0 0 0 0 0
租税公課等 300,000 300,000 0 0 0 法人税均等割7万、消費税23万（8%）

管理費計 16,218,500 11,625,000 900,000 1,600,000 2,093,500 0

支出合計 46,484,520

当期収支差額 -4,008,020
前期繰越収支差額 35,176,612

次期繰越収支差額 31,168,592

各３万円

詳細

科　　目 予算内訳

会場使用料
(各1万),事務
消耗品費(各
0.1万),交通
宿泊費(各3
万,沖4.5万)

24
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䠘第䠏号議案䠚 平成 30年度役員䛾選任䛻ついて 

䠄普通決議䠖総会䛻出席した正会員䛾過半数䛻䜘䜛議決䠅 

 

䠍䠊平成 30年度䛾理事候補者 䠄敬称略、再任、新任で䠑䠌音順䠅 

 

再任 荒金  雅子 

再任 加藤貴美子 

再任 亀井  直人 

再任 小池  秀裕 

再任 鳥羽  秀人 

再任 中西  百合 

再任 中 野  功 

再任 平 井  雅 

再任 山根  弘和 

新任 竹本  記子 

新任 本宮  大輔 

 

䠎䠊平成 30年度䛾監事候補者 䠄敬称略、䠑䠌音順䠅 

 

再任 長橋  良智 

再任 小藤  輝正 

 
 
 

䠘第䠐号議案䠚 定款䛾一部変更䛻ついて 

䠄特別決議䠖総会䛻出席した正会員䛾䠐分䛾䠏以上䛾多数䛻䜘䜛議決䠅 

 

変更理由䠖平成 29年 7月䛻、法務局䜘䜚役員䛾任期䛻ついて以下䛾定款䛾表現䜢変更す䜛䜘う勧䜑䜙䜜た。役
員䛾任期䛻ついて 1 年としなが䜙、総会開催時期䛻䜘って䛿 1 年䜢待たず䛻辞任届け䜢出すといった、実態䛻
合䜟ない手続きが発生す䜛こととなっていたた䜑。 䠄第 16条䠅 
 

定款䛾一部䜢、以下䛾通䜚変更す䜛。 

 

変 更 前 変 更 後  
㸦任期➼㸧 
➨ 16᮲ 役員の任期は、㸯年とする。ただし、

再任を妨げない。 
㸰 前㡯のつ定にかかわらず、後任の役員が㑅

任されていない場合には、任期のᮎ日後最初の

⥲会が⤊⤖するまでその任期を伸㛗する。 
㸱 ⿵Ḟのため、又は増員によって就任した役

員の任期は、それぞれの前任⪅又は⌧任⪅の任

期のṧ存期㛫とする。 
㸲 役員は、㎡任又は任期‶了後においても、

㸦任期➼㸧 
➨ 16 ᮲ 役員の任期は、㸯年とする。ただし、
再任を妨げない。 
㸰 前㡯のつ定に㛵わらず、任期‶了前に、⥲
会において後任の役員が㑅任された場合は、当

ヱ⥲会が⤊⤖するまでを任期とする。また、任

期‶了後、後任の役員が㑅任されていない場合

には、任期のᮎ日後、最初の⥲会が⤊⤖するま

でその任期を伸㛗する。 
㸱 ⿵Ḟのため、又は増員によって就任した役
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後任⪅が就任するまでは、その⫋務を⾜わなけ

ればならない。 
㸳 ⌮事の再任は、⣼ィ㸳期を㝈度とする。た

だし、㸳期┠に会㛗に就任した⌮事について

は、⣼ィ㸴期まで伸㛗できるものとする。 
㸴 ┘事の再任は、⣼ィ 3期を㝈度とする。 

員の任期は、それぞれの前任⪅又は⌧任⪅の任

期のṧ存期㛫とする。 
㸲 役員は、㎡任又は任期‶了後においても、

後任⪅が就任するまでは、その⫋務を⾜わなけ

ればならない。 
㸳 ⌮事の再任は、⣼ィ㸳期を㝈度とする。た

だし、㸳期┠に会㛗に就任した⌮事について

は、⣼ィ㸴期まで伸㛗できるものとする。 
㸴 ┘事の再任は、⣼ィ 3期を㝈度とする。 

 


